































時期は 3 年生の前期である。学生の記録に関する授業は、 1 年次前期の「関わり体験」と 2 年次後期の
「保育所実習」である。関わり体験は、近隣の保育所へ 6 回 2 時間程度の乳幼児への関わり体験を行うも
のであり、直前に記録についての授業を受け記録を作成している。また 2 年生後期には保育所実習を 2
週間行い実習記録を書いている。
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水準 1 水準 2 平均 1 平均 2 差 統計量 P　値 判　定




0.50 0.08 0.42 5.68 0.00 **




0.42 0.08 0.35 4.65 0.00 **
少し役に立った 役に立たなかった 0.42 0.00 0.42 5.68 0.00 **
あまり役に立たな
かった






















水準1 水準2 平均1 平均2 差 統計量 P　値 判　定
講義内容 映像・・・ 0.29 0.75 0.46 6.12 0.00 **
講義内容 他の学生・・・ 0.29 0.25 0.04 0.51 1.00
講義内容 その他 0.29 0.00 0.29 3.82 0.00 **
映像・・・ 他の学生・・・ 0.75 0.25 0.50 6.63 0.00 **
映像・・・ その他 0.75 0.00 0.75 9.94 0.00 **
他の学生・・・ その他 0.25 0.00 0.25 3.31 0.01 **
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れていた」とポジティブなものであった。しかし、Yは「細かいことをもっと見ていなくて、記録がざっ
くりしてしまった、Bさんとの会話を書ければ良かった、感じたことをもう少し具体的に書くと良かった」
と記述した。これだけを見ると、Wが他学生の評価に応答していない。筆者は学生同士の相互評価後に、
全体でのセッションを行い、数名の学生に評価と課題の発表を求めた。Yは他学生の発言を聞いて、あら
ためて自分自身の関わりの振り返りをし、そこで気が付いたことを記述したのではないだろうか。全体で
の振り返りは重要であることが確認できた。 
　DVDで行われたスタッフ・ミーティングは、グループ・スーパービジョンとしての機能を持っていた。
そこで「利用者Aさんがケアスタッフの手を強く握りどんどん歩いて行ったのは、Aさんが入所したばか
りで見知らぬ土地の散歩に不安が増していた」と指摘があった。そこで散歩前にクライエントの状況を確
認する必要があることがわかった。多くの学生がここで「Aさんが不安だったことにはじめて気づいた」
と記述した。しかし、学生Wはどんどん歩いていくAさんへの不安を記録化し、すでに感じ取っていた。
この気づきは意味あることである。スタッフ全体の振り返りを視聴し、学生が利用者の気持ちをより深く
理解したのだと感じた。
　他の学生との振り返りについてアンケートでは20％の学生が評価していると答えた。本稿で取り上げた
記録例では他学生の指摘から課題が明確になったと記述している学生がいた。記録を他者と評価し合うこ
とはより自分自身の課題が明らかになることがわかった。そのことがより良い記録を書くモチベーション
になるといえる。先に述べたように全体での振り返りも重要である。評価の確認は重層的に行うことが必
要だといえる。
　授業が役だったかについて一要因分散分析を行った。その結果、「役に立った」と「あまり役に立たな
かった」及び「役に立たなかった」、「少し役に立った」と「あまり役に立たなかった」及び「役に立たな
かった」に有意差が認められた（p <.01）。これらのことから、本授業は、記録に関するスキルを身につけ
る上で、役に立ったといえる。つまり、映像を見て記録することが他の項目と比較して、特に学生間の中
で、役に立った要因であると思われる。この結果本授業は、学生の役に立つ授業であったと思われる。 
附
　本研究のアンケート調査及び記述に関して、本学の研究倫理委員会（29-5）の承認を得た。
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